
令和5年度　能美市立福岡小学校　学校評価最終評価

重点目標及び具体的方策 【評価の根拠】　達成度判断基準 後期の取組状況
中
間
最
終

今後の改善策
（いつ・誰が・何を・どんなふうに・めざす子どもの姿）

①〈安全・安心で楽しい学校づくり〉　

　児童が安心して明るく元気に学校生活を送れる
よう，物心両面における安全管理と危機管理に努
め，いじめ・不登校等の未然防止をはじめ，課題
に組織的に迅速・丁寧に対応する。

【児童アンケート】③②
・学校は楽しい。
・先生は，自分のよいところを認めてくれる。
【保護者アンケート】①
・お子さんは，楽しく学校へ通っていると思う。
【教職員アンケート】②　　
・いじめや不登校等の課題に，組織として迅速・適切に対応して
いる。
A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【児童③88.1%②89.7%】【保護者①94.3%】【教職員②100%】　
全職員で、児童の小さな言動も見逃さないようにアンテナを高く持ち、
様々な情報を職員会議や職員終礼、また、職員室での日常の会話で
共有してきた。いじめに関しては、迅速に聞き取りを行い、複数での組
織的な対応をとりながら、児童への指導、短期・長期的な見守りをして
きた。また、不登校傾向の児童については、保護者や専門機関と連携
したり、連絡を密にとったりしながら、担任を中心に個別の対応を行うこ
とができた。

Ｂ B

児童の「先生はよいところを認めてくれている」の割合が上昇し、特に「Ａ」
と回答した割合が９％増えたことから、教職員が日頃から一人ひとりの児
童のよい所を大切に、声かけ等をしてきたことがわかる。児童の自己肯定
感の上昇も少し見られ、今後もこれまでと同様に、全職員で児童に温かく
寄り添っていく態勢を継続していく。保護者アンケートの「お子さんは楽しく
学校に通っていると思う」割合も高く、このまま保護者に信頼してもらえるよ
う、何事も誠実に対応していくことが必要である。

②〈主体的・協働的な学校づくり〉

　学校運営の状況や課題及び学力の傾向や課題
について，全職員が共有し，組織的・計画的に取
り組むと同時に，教職員のキャリアアップを図る。

【教職員アンケート】⑧　　　　
・各種ロードマップの取組が組織的・計画的に実践され，検証を
経て改善されている。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【教職員⑧100％】　
各種ロードマップについて，各主任を中心に校務分掌部会で検証を

行い，修正があれば，職員会議などで伝え、共通理解してきた。また、
学力向上ロードマップは月に一度、職員会議時に進捗状況を確認し、
学力調査の分析等から見えた課題について学期ごとの重点単元を意
識しながら，授業に取り組んできた。教育活動は計画的に行う一方、
様々な状況において問題や課題があれば、その都度相談しながら、改
善されるよう全職員で取り組むことができた。

A A

学校における様々な活動や取組は、全職員で協働的に進められており、
今後も小規模校での利点を生かし、全員で足並みをそろえ実践できるよう
に努める。ここ数年の感染症対策が緩和されてきたが、単に以前に戻した
り前年を踏襲したりするのではなく、必要なことを精査しながら、主体的、協
働的な学校づくりを目指して実践できるよう、より組織的に取組を進める。
教職員においては、社会の変化に合わせた取組を考慮したり工夫したり
し、今日的な課題への研修にも取り組んでいくようにする。

③〈業務改善〉

　教職員が常に時間管理や環境整備，ワークライ
フバランスの意識を保持し，ICTの活用・デジタル
化の推進，SSS，専門スタッフとの協働を効果的
に進めながら，業務のスリム化を図る。

【教職員アンケート】⑮　　　　
・I ＣＴ活用・デジタル化による業務の平準化とスリム化，SSSや
専門スタッフとの協働等により，業務改善を進めている。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【教職員⑮93.3%】　
児童の出席状況をはじめ、学校行事のふりかえり、日々の連絡事項，
アンケートなど、いろいろな場面で端末を使い、ＩＣＴを活用してきた。ＩＣ
Ｔサポーターの支援も受けながら、効率的に業務が進むように努めた。
また，SSSや支援員との業務の分担を行い，担任業務のスリム化や効
率化を進めることができた。授業での実践例の共有によるクロームブッ
クの活用、コドモンを利用した保護者と連絡など、利活用の幅が広が
り、業務の改善につながった。

A A

ＩＣＴの活用について、全職員がより効果的に使えるようＧＩＧＡリーダーを中
心に、今後も研修を行ったり、実践を共有したりする。校務についてのデジ
タル化も進んでいるが、データが増えているので、それぞれの担当につい
て、重複するものがないか、またファイルをまとめるなど、整理が必要であ
り、データの整理を進めることでさらに業務改善ができると思われる。ま
た、ＳＳＳや専門スタッフとの業務の分担や支援については、これまで同
様、協働的に行いながら、学年や分掌部会での割振りを図っていく。

①〈学力向上と授業改善〉　

  授業改善に向けた研修（OJTを含む）を充実させ
る。
　自校の学力の傾向と課題とその改善策を共有
し，「学力向上プラン」及び「学力向上ロードマッ
プ」の確実な実施を行う。

【教職員アンケート】（能美市）③
・学力の傾向と課題・その改善策について教職員の間で共有し，
学力向上プランに基づいた共通実践をしている。（能美市）
・研修（OJT)で学んだことを授業改善にいかしている。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【教職員③95.9%】
各学年、国語と算数において、本校児童としてつけたい力を授業改善
でつけるよう、重点単元を設定し、実践、検証を行った。
また12月に5年生対象に行った県評価問題を分析し、課題と改善策を
考え、3学期の学力向上プランとロードマップとして作成した。
重点単元検証問題の達成率は、1学期の54.1％から2学期は68.4％と高
くなった。ただ、学年間で、達成率に差があった。

A A

3学期初めの校内研修会で、学力向上プランの内容と重点単元について、
全教職員で共有と確認を行う。3学期も国語と算数において、授業改善を
目的とした重点単元を各学年で設定し、実施、検証していく。
また、学年間での達成率に差があることについて、検証問題の内容を吟味
し、授業改善によりついた力が実感できるようにする。

②〈基礎基本と活用力の育成〉　

　「きらめきシステム」を充実させ，基礎的知
識・技能の定着及び活用力の育成を図る。

【学期末テスト】
・国語・算数・社会・理科の学期末テストの平均点
　A：９０点～　Ｂ：８０点～　Ｃ：７０点～　Ｄ：７０点未満
【保護者アンケート】②
・子どもの家庭学習が習慣となっている。
　A：＋評価９０％以上　Ｂ：８０％～　Ｃ：７０％～　Ｄ：７０％未満

【期末テスト平均86.3%】【保護者②80.1%】
２学期も継続して、朝学習は、漢字計算の基礎基本や活用力、コミュニ
ケーション力など曜日ごとに学習内容を割り振って行った。期末テスト
の平均結果は、1学期83.8％から2学期86.3％と高くなった。また、家庭
学習については、児童が自分に適した内容を学習できるように、自主
学習のメニューを2～6年生に配布した。家庭学習強化週間の各学年の
目標学習時間の達成率は、全学年で1学期87％から2学期92％と高く
なった。保護者アンケートの結果も1学期78.3％から2学期80.1％と微増
している。

B B

基礎基本の定着のために、漢字と計算の繰り返し練習、自学ノートの習慣
化など朝学習や家庭学習の質と量の充実を図る。「話す」力をつけるため
に、１人１人が話す場の設定し、自分の考えを必ず入れて簡潔に話せるよ
うにする。活用力をつけるために、中学年、高学年となる3年生、5年生に対
し、級外が朝学習の支援に加わり、国語・算数の活用力の問題や評価問
題を用いてその力をつける。家庭学習については，３学期も家庭学習・生
活見直し週間を継続し，定着を図る。

③〈学ぶ喜びと達成感のある授業づくり）

　算数科を中心に，児童が主体的に学び，目標達
成する授業を目指す。
　個別最適な学びと協働的な学びの一体化を図
る授業づくりの研究を推進する。

【児童アンケート】④⑥
・自分が選んだ学び方で前向きに授業に参加している。
・友達と意見を伝え合ったり，自分の考えをもう一度見直したりす
ることで，考えが深まっている。
【教職員アンケート】④
・児童の主体的・協働な学びを支援するための工夫・改善をして
いる。
　A：＋評価９０％以上　Ｂ：８０％～　Ｃ：７０％～　Ｄ：７０％未満

【児童④94.4%⑥88.1%】【教職員④100%】
教師はリレー公開授業を行った。回数を重ねるたびに課題が明確に

なり、教師同士お互いに学び合うことができた。児童は異学年と授業を
見合い、その良さについて話し合い、自分たちの目標を決めた。「授業
の工夫改善を行っている」と答えた教員の割合は９４％から１００％に
なった。「前向きに授業に参加している」と感じている児童は９４％→９
４．４％になり、「意見を伝えあい、考えを見直したりする中で考えが深
まっている」と感じている児童の割合も、変わらず８８％と高かった。

A A

　単元計画の中で、児童に委ねる場面と教師が指導する場面を明確にし、
1時間の授業の中で、協働的に活動させたい場面、時間をかけたい問題を
吟味する。
　６％の児童も前向きに授業に参加できるよう、温かいクラス作り、主体的
な授業作りについて生徒指導部と連携して取り組みを進める。
　異学年でお互いの授業を見合い、話し合ったことを共有する集会は、刺
激をもらったり学びがあったりと有効だったので、来年度も交流する機会を
設けたい

④〈ＧＩＧＡスクール構想の推進〉

　ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーを中心に，クロー
ムブックの効果的活用をねらいとして年間計
画に沿った研修を行うことで，全教員が「児
童が一人一台端末を活用して学ぶ授業」の
実践力をつける。

【児童アンケート】⑤
・授業で，ＩＣＴ機器を使って学ぶよさを感じている。
【教職員アンケート】⑥
・研修や実践交流をいかして，ICTを効果的に活用した授業を
行っている。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【児童⑤96%】【教職員⑥93%】
全学年の実践報告が終わった。実践交流を通じて、学年に応じたICT
の活用ができていた。高学年になるほど、共同編集など、ICTならでは
の学びができるようになっている。また、校内研修で学んだことを取り
入れる教員がいたり、ICTサポータに相談したり教員同士で困りごとを
共有したりする姿も見られるようになった。児童は、ICT機器がより身近
なものとなり、ICT機器を使った学びが児童の中でも定着してきている
ように感じる。

B A

教師が、ICT機器を使う授業ではできるようになってきているが、授業での
より「効果的」なICT活用のために、GIGA校内研修推進リーダーを中心に、
研究とも連携した、授業のねらいに応じたICT活用の仕方を今後も考えて
いきたい。
また、児童がICT機器を使うことに慣れてきたからこそ、デジタルシチズン
シップ教育を進め、児童自身が節度を持ったICT機器の使い方を考えるこ
とができるようにしていきたい。

①〈道徳・人権教育の推進〉

　道徳の重点項目〈希望と勇気，努力と強い意
志，よりよい学校生活，集団生活の充実〉を中心
に，道徳の時間を充実させる。
 豊かな体験をいかし，教育活動全体を通して心
に響く道徳教育を推進する。

【児童アンケート】⑩
・道徳の時間に，自分の考えを深めたり新たな考えに気づいたり
している。
【教職員アンケート】③
・教育活動全体を通して人権尊重の精神や道徳的実践力を育ん
でいる。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【児童⑩89.7％】【教職員⑨100%】
全校で集まり、人権集会を行った。人権について考えるとともに、児童

会の児童を中心に、一人一人にそれぞれ「いいところ」があるといった
内容の絵本を読み聞かせした。また、人権週間の取り組みとして、「い
いところ見つけ」を行った。「いいところ見つけ」を掲示することで、他者
理解をしたり自己肯定感を高めたりすることができた。また、道徳の授
業の中でも人権に関する内容を取り上げて、それぞれの学級でも人権
について考えることができた。

B B

　3学期は、2学期よりも6年生を送る会や卒業式などの行事が多いため、
各担任が行事の前後でそれらと関連づけた題材を意識して選び授業をす
ることで、教育活動全体を通した心に響く道徳教育を推進する。
　また、道徳掲示板も継続して活用し、教師同士の学び合いや、児童同士
の学び合いの場にしていきたい。授業参観に合わせて掲示し、保護者や
地域の方へも道徳教育について発信していきたい。

②〈積極的な生徒指導〉

　共感的人間関係を育む言葉を豊かにする取組
や，ＱＵの結果の効果的な活用をする。
　児童が主体的に取り組み，達成感をもてるよう
実践を進める。

【児童アンケート】⑬①
・友達の頑張りやよさを認めたり，励ましたりする言葉かけをして
いる。
・自分には，よいところがあると思う。
【教職員アンケート】①
・個々の児童のよさを認めたり，励ましたりする言葉かけをしてい
る。
A：＋評価９０％以上　B：８０％以上　C：７０％以上　D：７０％未満

【児童⑬94.4%①81%】【教職員①100%】
2学期の生徒指導の取り組みである 「自分から学び合い大作戦」で

は、1学期よりも多くの児童が主体性を持って授業に参加することがで
きたと感じ、達成感を味わうことができた。また、児童が協働的な学び
を通して、自分から進んで友達に関わることもでき、共感的人間関係を
育むことができた。

児童集会では、委員長が全校児童の前に立って委員会の目標を話し
たり、人権集会を児童の司会進行で行ったりした。

B B

　3学期の生徒指導の取り組みでは、「自分たちで認め合い大作戦」を行
う。児童アンケート①が81％と他のアンケート項目よりも低いので、児童同
士が互いに認めたり、褒め合ったりすることで、児童の自己肯定感を上げ
ることをねらいとする。また、教師からも価値づけを意図的に行い、児童が
自己有用感を感じられるようにする。
　児童集会は今後も継続的に行っていく。児童集会の場を活用して、児童
の頑張りや努力が全校から認められるような場面を設定したい。

③〈居心地のよい集団づくり〉　

　生徒指導の４つの視点を生かした授業づくりを
推進し，児童が主体的・協働的に，「より良い学
級・学校を自分たちでつくる」という意識を高める。

【児童アンケート】⑦⑨
・話し合うときは，友達の思いや考えを大切にしている。
・自分から気づいた「よいこと」を行動にしようとしている。
【教職員アンケート】⑤
・生徒指導の４つの視点を意識した授業を実践している。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【児童⑦93.7%⑨95.2%】【教職員⑤100%】
「自分から学び合い大作戦」では、グループなどの話し合い活動の中

で、児童同士が互いの話をよく聞こうとしたり、自分の考えや思いを相
手に伝えようとしたりすることができた。運動会練習では、多くの教師か
ら児童の良いところを見つけることを行い、児童と教師で「よいこと」を
共有し、価値づけることができた。1委員会1プランを継続して行うこと
で、児童に進んで委員会に取り組む姿が身についてきた。

A A

　3学期はまとめの学期として、次学年への準備であることを各担任から学
年に応じた指導をしていく。自治力や団結力を、行事や授業を通して指導
していく。
　「6年生を送る会」では、児童が主体的・協働的に取り組みができるよう
に、教師からの意図的な指導をすることを全職員で共通理解する。
　1委員会1プランもまとめの時期となる。上学年から下学年への引き継ぎ
を大切にし、次年度につながるようにする。

①〈基礎体力づくりと体力の向上〉　　　

　体育の授業の充実と1校１プランに基づく体力づ
くりを推進する。

【児童アンケート】⑪
・体育の学習で，めあてを持ってI粘り強く取り組んでいる。
【教職員アンケート】⑩
・スポーツテストの結果や体力チェックシートをいかし，ICTを効果
的に活用した授業を工夫している。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【児童⑪95.2%】【教職員⑩65.0%】
体育チェックシートを活用することで、児童自身がこれまでの達成状

況を把握し、自分の目標や課題を立てることができた。授業で、自分の
動きを映像で確かめ、目標達成を目指す児童が増え、「体育の学習
で、自分のめあてを持ってねばり強く取り組んでいる」と答えた児童は９
２％→９５．２％となった。

「スポーツテストの結果や体力チェックシートを生かし、ICTを効果的に
活用した授業をしている」割合は、７３％→６５％となった。

B B

　なわとび旬間では、意欲付けとして掲示物を作り、児童が自分の目標に
向かって進んでなわとびに取り組めるようにする。また、体育委員会からの
紹介動画を作成し、できるようになりたい技などを具体的に紹介する。
　スポチャレいしかわ「長なわ、8の字」にも進んで参加していきたい。学級
ごとに目標を設定させ、その目標に向かって練習に取り組めるように、スポ
チャレ大会を開催する。また、スポチャレ大会では、異学年交流をすること
で、来年度への意欲にもつなげていく。

②〈健康生活の推進〉　

　姿勢，食事，歯と口の健康に関心を持ち，健康
な生活習慣づくりに向けて，主体的に取り組む児
童を育成する。　　　　　

【児童アンケート】⑫
・健康な生活づくりに，進んで取り組んでいる。
【教職員アンケート】⑪
・健康生活の推進を養護教諭や保健委員会等と連携して取り組
んでいる。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【児童⑫89.7％】【教職員⑪92％】
インフルエンザ等の感染症流行期には、教員からも手洗い・マスクの

着用等の呼びかけを実施しているが、児童自身がクラスの欠席状況を
見て自ら判断し、感染症対策を行う姿が見られた。

２学期に生活の振り返りを実施した。振り返り後は自分の生活を見直
し、より良い生活習慣になるよう努力している姿が見られたが、継続す
ることが難しい実態がある。

B A

　コロナ禍を通して、感染症対策に関する意識が向上しており、５類に移行
した現在も感染症の流行には敏感で、必要時に対策ができている。慣れか
ら意識が薄れないよう、適切なタイミングで指導を行っていく。
　地震災害によって、気持ちの不安定さやストレスから食欲不振や睡眠障
害など、日常生活に乱れが生じやすいため、心のケアを行いながら、日常
生活を送ることができるよう取り組んでいく。

③〈メディアコントロール力の育成〉

　保護者・地域と連携して，デジタルシチズ
ンシップ教育を推進し，児童のメディアコント
ロール力の育成を図る。

【アウトメディア　児童・保護者アンケート】
・「生活見直し週間」・「アウトメディア」の取組のめあての達成率
　A：＋評価８５％以上　B：７５％～　C：６５％～　D：６５％未満

アウトメディア達成率1月現在【児童・保護者78%】
11月の学校保健委員会では、「デジタルシチズンシップ」について話し

合った。保健委員会の児童の問題提示をはじめ、メディアを使う上での
悩みや、うまく付き合う方法について児童の目線で話し合うことができ
た。また、保護者の方や学校医の専門的な話を聞いて児童の意見を深
めることにもつながった。

B B

　10月と11月のアウトメディアチャレンジの達成率が7％上昇したこともあ
り、少しずつではあるが児童の意識を上げることにつながった。今後、1月
と2月のアウトメディアチャレンジを行い、年間を通してどれだけ意識を上げ
ることができたのか、保健だより等で、児童や保護者にフィードバックして
児童のメディアコントロール力の育成を図っていく。

①〈保護者・PTAとの連携による社会性の育成〉

　保護者と連携して，ＰＴＡ活動の活性化と児童の
社会性の育成を図る。
　児童・保護者が参画意識を持って，あいさつ等，
社会性の育成に取り組む。

【児童アンケート】⑧
・家庭，地域，学校で，自分から挨拶をしている。
【保護者アンケート】③⑩
・お子さんは，地域の方等に進んで挨拶したり，地域に関心を
持ったりしている。
・学校・ＰＴＡ・地域の活動や行事に参加している。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【児童⑧90.5%】【保護者③76.1%⑩84.2%】
児童の挨拶への意識は、これまで同様に9割を超えている。学校全体
の挨拶の推奨、ふれあい挨拶デーでの児童会による挨拶運動などを
通して、子どもたちに挨拶することが日常的に浸透してきたと感じてい
る。元気に挨拶する児童に対し、地域の方からの誉め言葉をいただき、
児童の意識も高まってきた。保護者アンケートにある、児童の地域との
関わりやPTA行事等への参加については、前回とあまり変わらない割
合だが、両方ともA評価が上昇していた。感染症対策による制約がへ
り、学校行事や授業参観等の公開、PTA活動も行われる機会がふえて
きた。

B B

挨拶に関しては、今後も継続して、児童への声かけ、ふれあい挨拶デーを
通して家庭との連携を行い、明るいあいさつができる福岡っ子を育成する。
よい挨拶をほめたり、地域の声を伝えたりしながら、挨拶することの良さを
繰り返し児童に指導していきたいと考える。
PTA活動や学校行事が、感染症流行以前の状況に戻りつつある中、規模
縮小していたラジオ体操や町内の行事への参加意識が低くなったように思
われる。学校での活動については、今後もホームページやお便り等を利用
して、児童の様子を保護者に伝えて、関心を寄せてもらえるようにする。
PTA活動については、役員会、実行委員会や年度代わりの引き継ぎ等を
しっかりと行い、活性化に努めていきたい。

②〈コミュニティスクール事業の推進〉　　

　学校と地域が協働し，子どもを地域で支え育む
ため，学校運営協議会を充実させる。
　家庭・地域のニーズを把握し，「開かれた学校」
として地域や保護者に信頼される学校づくりを進
める。

【児童アンケート】⑭
・CS事業を通して，学ぶ楽しさや地域のよさを感じている。
【教職員アンケート】⑭
・学校運営協議会と目標を共有して，地域をいかす授業を行って
いる。
【学校運営協議会委員の意見】
・学校と地域が目標を共有して，連携・協働して活動している。
　A：＋評価９０％以上　B：８０％～　C：７０％～　D：７０％未満

【児童⑭91.3%】【教職員⑭100%】【CS委員】
地域の先生との学習で，学ぶ楽しさや地域の良さを感じている児童の
割合は前回と同様に高い割合で，各学年とも地域の方々と関わる学習
を楽しく感じている児童が多いと思われる。
教職員については，クラブ活動，読み聞かせ，家庭科の調理実習や裁
縫、町探検などで地域の方に参加していただき、授業での支援にとても
感謝している。また、地域の学習で地域を理解したり、地域の方とのコ
ミュニケーションを図ったりすることができた。

A A

CS委員をはじめ、学習サポーター、図書ボランティアなど、多くの町の先生
に支援していただき、児童も先生方もとても感謝している。子どもたちの口
から家庭で地域の学習や地域の先生について話す機会も増え、学校便り
やHPでの発信も行いながら、地域と保護者のつながりも意識できた。ま
た、保護者の方にCS委員になっていただき、「学校運営協議会」とのつな
がりも深まった。今後も、「地域の宝」である子どもたちの育成のため、学校
と地域が連携して、協働的に活動していくことをお願いしていきたい。

青文字は上昇、赤は下降、黒は同等（1学期と比較）

重点目標
(めざす姿)

＜学校運営協議会の感想・意見＞
・児童も先生方も楽しそうに学校生活を過ごしている様子が伺え、よい影響が学校運営に出ている。その中でも「ほめる・励ます」は大切だが「叱る・厳しさ」も子どもたちの成長には必要なことなのではないかと思う。
・GIGAスクールで、子どもたちのクロムブックの操作における個人差や、先生と児童との間の距離感について関心がある。
・地区PTAの活動について、役員決め、ラジオ体操、祭り等で集まっているが、地域での行事のお世話を通して保護者同士や地域の方と話す機会、話し合いの場ができるので、地域行事の伝承とともに大切にしていけるとよい。
・「基礎体力つくりと体力の向上」では、教員のICT活用についての課題はあるが、児童アンケートによる評価は高いので、最終評価を「B」としてもよいのではないかと考える。
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